
VOL.

223
2017年
7月-8月

大 道 会 グ ル ー プ の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 情 報 誌

［ライブ・サーティー］

http://www.omichikai.or.jp

CLOSE UP

ボバース記念病院開設35周年
OMICHI ACADEMY

LINC Asia-Pacific 2017
第42回日本脳卒中学会 学術集会（STROKE 2017）
「医療機関におけるコーチング」に関する研修会
OMICHI SCRAMBLE

韓国からの施設見学者を受け入れました
韓国セブランス病院関係者15名が森之宮病院を見学
「食べる楽しみをいつまでも」をテーマにイベントを開催
INFORMATION

入職医師・歯科医師のご紹介



CLOSE UP

　
こ
の
た
び
、ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
は
開
設

35
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の
と
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
は
、
大
道
会
に
と
っ

て
画
期
的
な
挑
戦
で
、
遠
隔
地
で
の
長
期
入

院
型
施
設
が
多
い
中
、
ま
だ
日
本
に
は
な

か
っ
た
都
市
型
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。
自
宅
復
帰
を
見
据

え
て
、
普
段
の
生
活
に
近
い
環
境
で
治
療
、

通
院
を
行
う
と
い
う
試
み
は
大
変
珍
し
く
、

診
療
報
酬
設
定
も
低
い
中
、
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
分
析
や
研

究
な
ど
に
も
力
を
入
れ
、
脳
科
学
に
基
づ
く

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
定
量
化
」
に
取

り
組
ん
で
き
た
35
年
で
し
た
。

　
今
後
、大
道
会
が
取
り
組
む「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」は
、脳
性
ま
ひ
等
の
小
児
神
経

疾
患
の
診
療
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担

う
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
も
含
め
、大
道
会
全

体
で
連
携
・
分
担
を
し
、長
年
取
り
組
ん
で
き

た
医
療
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
地
域
に

提
供
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、引
き
続

き
、地
域
医
療
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
、地
域

の
病
院
・
診
療
所
等
と
連
携
し
て
、支
援
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
、何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院

こ
れ
ま
で
の
歩
み

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
事
務
部
部
長

田
中 

啓
介

社
会
医
療
法
人

大
道
会
理
事
長

森
之
宮
病
院
院
長

大
道 

道
大

ボバース記念病院開設35周年
2017年にボバース記念病院は開設35周年を迎えました
これまでの歩みや取り組み、今後の展開をご紹介します

　
1
9
8
2
年
6
月
、脳
卒
中
や
脳
性
ま
ひ

等
、中
枢
神
経
障
が
い
の
患
者
さ
ん
を
対
象

と
し
た
都
市
型
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門

病
院
と
し
て
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
は
誕
生
し

ま
し
た
。
当
時
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
と
い
え
ば
温
泉
地
の
病
院
が
主
流
で
あ

り
、日
常
生
活
を
送
り
な
が
ら
通
院
・
治
療
が

で
き
る
都
市
型
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

は
、大
変
珍
し
い
病
院
で
し
た
。
院
内
に
は

広
々
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
が
あ

り
、当
時
先
進
的
だ
っ
た
全
身
用
Ｃ
Ｔ
の
導

入
等
々
、開
設
時
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

当
院
で
は
、英
国
の
ボ
バ
ー
ス
夫
妻
が
行
っ

て
い
た
ボ
バ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、そ
の
治
療
成
果
は
評
判
を
呼
ん
で
マ
ス

コ
ミ
取
材
や
病
院
見
学
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
ま
た
、ボ
バ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
の
日
本
で

の
教
育
機
関
と
し
て
、数
多
く
の
講
習
会
を

開
催
し
、全
国
か
ら
集
ま
っ
た
療
法
士
や
医

師
、看
護
師
達
の
育
成
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
1
9
9
4
年
7
月
、障
が
い
者（
児
）歯
科

を
標
榜
す
る
歯
科
診
療
部
を
開
設
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
、日
本
小
児
歯
科
学
会
、日
本

小
児
口
腔
外
科
学
会
、日
本
障
害
者
歯
科
学

会
、日
本
老
年
歯
科
医
学
会
の
認
定
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
6
年
4
月
、森
之
宮
病
院
開
設
、大

道
病
院
閉
鎖
に
伴
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
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開設時には内科、小児科、整形外科、泌尿
器科、リハビリテーション科があり、障が
いを持つ人の機能回復のための総合地域
医療をめざしました。

　
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
は
1
9
8
2
年
の
開

設
以
来
、全
国
に
先
駆
け
て
脳
性
ま
ひ
を
は

じ
め
と
す
る
小
児
期
発
症
の
神
経
疾
患
に
対

す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
1
9
9
8
年
に
は
、こ
れ

ま
で
の
小
児
整
形
外
科
に
小
児
神
経
科
が
加

わ
り
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
看
護
ス
タ
ッ

フ
の
連
携
に
よ
っ
て
充
実
し
た
チ
ー
ム
医
療

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
0
0
6
年
の
森
之
宮
病
院
開
設
時
に

は
、患
者
さ
ん
の
増
加
に
対
応
し
て
十
分
な

治
療
を
提
供
す
る
た
め
、
小
児
は
森
之
宮
病

　
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
は
開
設
35
周
年
を
迎

え
、医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
巻

く
環
境
が
急
速
に
変
化
し
て
い
く
中
で
、今

後
、新
た
な
機
能
を
担
う
病
院
へ
と
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。
2
0
1
7
年
度
は
、地
域
の

方
々
へ
の
一
般
診
療
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、介
護
保
険
対
象
の
方
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、グ
ル
ー
プ
治
療
を
中
心
と
し
た

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
移
行
し
ま

す
。
地
域
の
方
々
へ
の
医
療
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
今
後
も
大
道
会
グ
ル
ー
プ

脳
性
ま
ひ
の
方
へ
の
新
た
な

治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築

こ
れ
か
ら
の

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院

院
長

荒
井 

洋

機
能
を
森
之
宮
病
院
と
分
担
し
、当
院
は
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
下
、

2
0
1
3
年
5
月
、通
所
介
護
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、通
所
介
護
予
防
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し
ま
し
た
。

院
、成
人
は
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
の
年
齢
に

応
じ
た
役
割
分
担
を
導
入
し
ま
し
た
。
し
か

し
、そ
の
後
の
10
年
間
で
森
之
宮
病
院
の
患

者
さ
ん
は
増
加
し
、入
院
や
外
来
で
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
提
供
で
き
な
い

状
況
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、成
人
期
に
達
し

た
患
者
さ
ん
も
ス
ム
ー
ズ
に
ボ
バ
ー
ス
記
念

病
院
に
移
行
で
き
て
お
ら
ず
、結
果
と
し
て

十
分
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
方

が
少
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、2
0
1
4

年
に
経
営
戦
略
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
発
足
さ
せ
、脳
性
ま
ひ
の
方
に
小
児
期
〜

成
人
期
に
至
る
ま
で
十
分
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
た
め
の
事
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。
チ
ー
ム
は
4
つ
に
分
か
れ
て
、8
カ

月
に
わ
た
り
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
通
じ
て
、患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、潜
在
的
な
患
者
数
の
分
析
や
ア
ク

セ
ス
の
見
直
し
等
、安
定
し
た
事
業
の
継
続

に
必
要
な
要
素
を
洗
い
出
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、国
内
外
の
様
々
な
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

参
考
に
、新
た
な
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発

さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、入

院
に
よ
る
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
定

期
的
な
外
来
治
療
を
組
み
合
わ
せ
、治
療
効

果
の
定
期
的
な
評
価
を
行
っ
て
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
す
。
ス
ペ
ー
ス
や
人
材

を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、森
之
宮
病
院
は

小
学
生
以
下
、ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
は
中
学

生
以
上
の
患
者
さ
ん
を
診
療
す
る
体
制
に
変

更
し
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
け
入
れ
体
制
を
整

え
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
て
頂
い
た
患
者
さ
ん
も
増
え
、ま
た
、

ボバース記念病院　沿革
1982年 ボバース記念病院開設、ボバースアプローチ講習会開始
1992年 リハビリテーション総合承認施設として第1号の許可を取得
1994年 歯科診療部開設
1999年 神経リハビリテーション研究部開設
2001年 TBSのTV特番「スーパーフライデー」で放映され、
            全国から問い合わせが相次ぐ
2006年 森之宮病院開設、大道病院閉鎖に伴い、診療体制を拡充
2007年 ボバース記念病院リニューアルオープン
2010年 回復期リハビリテーション病棟入院料1を取得
2013年 短時間通所リハビリテーション事業届出
2016年 在宅療養支援病院届出

医療機関と患者さん・ご家族が双方向で
交流できる場をめざして、「脳性まひ講演
会」を開催。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
脳
性
ま
ひ
の
方
と

そ
の
ご
家
族
を
対
象
に
、「
脳
性
ま
ひ
講
演

会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

全
体
で
分
担
を
し
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
脳
性
ま
ひ
等
の
小
児
期
発
症
の
障
が
い
が

あ
る
方
々
の
治
療
に
つ
い
て
は
、世
界
標
準

レ
ベ
ル
の
治
療
を
提
供
し
て
い
く
に
は
ま
だ

ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、私
達
は
患
者
さ
ん
を「
生
涯
を
通

じ
て
見
守
り
続
け
る
体
制
」が
必
要
だ
と
考

え
、そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、森
之
宮

病
院
の
小
児
神
経
科
・
小
児
整
形
外
科
を
当
院

に
移
行
し
、将
来
的
に
は
小
児
期
発
症
の
障

が
い
が
あ
る
方
を
乳
児
か
ら
成
人
ま
で
成
長

に
応
じ
て
様
々
な
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
継
続
し
て
提
供
す
る「
脳
性
ま
ひ
セ

ン
タ
ー
」の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、客
観
的
な
評
価
を
通
じ
て
治
療
成
果
を
世

界
に
発
信
し
、患
者
さ
ん
の
Q
O
L
の
向
上
に

つ
な
が
る
新
た
な
治
療
及
び
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご

協
力
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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　LIN
C
 A
sia-Pacific 2017

は
、下
肢
閉

塞
性
動
脈
硬
化
症
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を

中
心
と
し
た
心
臓
以
外
の
大
血
管
、末
梢

血
管
疾
患
に
対
す
る
最
新
の
治
療
法
や
デ

バ
イ
ス
を
学
べ
る
学
会
で
す
。
今
年
も
ア

ジ
ア
・
西
欧
を
中
心
と
す
る
19
施
設
よ
り

30
症
例
以
上
の
ラ
イ
ブ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
と
、多
く
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
毎
年
、Faculty

（
招
待
医
師
）と

し
て
参
加
し
て
お
り
、今
年
は
メ
イ
ン
会

場
で
１
つ
目
の
講
演「C

rossing chronic 
total occlusions successfully ‒ the 
Japan experience

」の
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
日
本
は
欧
米
と
違
い
、
透
析
患
者
の

プレゼンテーションをする
川﨑医師

日
本
の
卓
越
し
た
技
術
、最
新
の

治
療
方
針
に
つ
い
て
紹
介

日
程
…
平
成
29
年
3
月
14
日
〜
16
日

場
所
…
香
港

森
之
宮
病
院
診
療
部

循
環
器
内
科
部
長

発表報告

川
﨑 

大
三

LIN
C
 A
sia-P

acifi
c 

2017

看
護
師
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
活
動

を
発
表
、今
後
の
課
題
を
再
認
識
し
た

日
程
…
平
成
29
年
3
月
16
日
〜
19
日

場
所
…
大
阪
国
際
会
議
場

森
之
宮
病
院
看
護
部

4
階
西
病
棟
科
長

発表報告

中
島 

ゆ
か
り

第
42
回
日
本
脳
卒
中
学
会

学
術
集
会（STROKE 2017

）

割
合
が
非
常
に
多
く
、閉
塞
し
た
血
管
も

高
度
の
石
灰
化
が
あ
り
、カ
テ
ー
テ
ル
治

療
の
難
易
度
を
非
常
に
難
し
く
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
森
之
宮
病
院
で
は
こ
う

し
た
高
度
石
灰
化
病
変
に
対
し
て
、い
ち

早
く「C

RO
SSER

カ
テ
ー
テ
ル
」と
い
う

石
灰
化
の
中
を
砕
き
な
が
ら
突
き
進
む
治

療
道
具
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
私
は

C
RO
SSER

カ
テ
ー
テ
ル
の
導
入
に
お
い

て
必
要
な
、講
習
の
ト
レ
ー
ナ
ー
資
格（
厚

生
労
働
省
か
ら
の
指
導
で
認
定
）を
有
し

て
お
り
、今
回
は
そ
の
有
効
性
・
安
全
性

に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
し
た
。

　
２
つ
目
の
講
演
で
は「C

hallenging 
long SFA

 lesions and w
hen to stent

」

を
発
表
し
ま
し
た
。下
肢
の
血
管
の
中
で
、

浅
大
腿
動
脈
病
変
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
成
績
は
、高
い
再
発
率
を
含
め
て

色
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
森
之
宮
病
院

で
は
、全
国
平
均
に
比
べ
て
明
ら
か
に
低

い
再
発
率
、再
治
療
率
の
デ
ー
タ
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
病
態
の
解
明
の
た
め
、通
常
の

治
療
に
加
え
て
血
管
内
超
音
波
、血
管
内

視
鏡
、閉
塞
内
容
物
の
生
検
鉗
子
に
よ
る

採
取
か
ら
の
病
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

り
、浅
大
腿
動
脈
病
変
に
対
す
る
理
想
的

な
治
療
法
と
は
何
か
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ

ー
し
ま
し
た
。
今
ま
で
こ
う
し
た
細
部
に

わ
た
る
研
究
は
欧
米
、ア
ジ
ア
ど
こ
で
も

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、当
院
の
治
療
方
針
に

倣
う
施
設
が
日
本
で
急
速
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
以
上
の
２
つ
の
講
演
を
行
い
、日
本
の

卓
越
し
た
技
術
、最
新
の
治
療
方
針
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、こ
の
講
演

内
容
は
学
会
のdaily new

s

に
も
取
り
上

げ
ら
れ
、森
之
宮
病
院
に
お
け
る
最
新
の

治
療
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　ST
R
O
K
E
 2017

は
3
学
会
の
共
同

開
催
で
、6
7
0
0
名
を
超
え
る
参
加
者

が
集
い
、4
日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ

る
大
規
模
な
学
会
で
す
。
今
回
は
、大
阪

脳
卒
中
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
看
護

師
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
て
い
る

活
動
に
つ
い
て
、グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が

発
表
し
ま
し
た
。

　
大
阪
脳
卒
中
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、大
阪
市
域
及
び
周
辺
地
域
の
脳
卒
中

医
療
に
か
か
わ
る
医
療
機
関
が
参
加
し
、

脳
卒
中
医
療
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、平
成
23
年
に
運
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
に
は
、同
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
医
療
機
関
に
在
籍
す
る
脳
卒

中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
認
定
看
護

師
が
中
心
に
な
っ
て
、看
護
師
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
本
学

会
で
は
、立
ち
上
げ
の
経
緯
や
2
年
間
の

活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
看
護
師
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
は
、

14
病
院
、20
名
の
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
看
護
認
定
看
護
師
が
参
加
し
、「
脳

卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
向

上
」と「
急
性
期
・
回
復
期
・
生
活
期
の
垣
根

を
越
え
、脳
卒
中
患
者
の
生
活
再
構
築
を

支
援
す
る
」こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
1
〜
2
カ
月
に
1
回
程
度
実
施
し

て
い
る
会
議
で
は
、情
報
交
換
や
研
修
会

の
準
備
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
看
護
師
を

対
象
と
し
た
研
修
会
の
開
催
、市
民
講
座

へ
の
講
師
参
加
等
に
つ
い
て
は
、大
阪
脳

卒
中
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
支
援
や

承
認
を
得
て
実
施
し
、参
加
者
か
ら
も
ご

好
評
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
活
動
は
、研
修
会
や
講
演
会
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、脳
卒
中
地
域
連
携
パ

ス
を
活
用
し
た
看
護
の
継
続
や
質
の
向
上

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、各
施

設
で
の
脳
卒
中
看
護
や
連
携
パ
ス
の
記
載

内
容
の
現
状
を
把
握
し
、「
看
護
の
知
識
・

技
術
の
向
上
」、「
施
設
を
越
え
た
看
護
・

ケ
ア
の
継
続
」、「
脳
卒
中
予
防
・
再
発
予

防
」を
目
標
に
、現
場
で
働
く
看
護
師
同

士
の
顔
が
見
え
る
関
係
を
生
か
し
た
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ST
R
O
K
E

や
看
護
師
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
に
は
、急
性
期
病
院
の
看
護
師
の

参
加
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
が
、数
少

な
い
貴
重
な
回
復
期
病
院
の
代
表
と
し

て
、今
後
も
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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病
院
の
経
営
状
況
は
二
極
化
の
時
代
と

な
り
、病
院
の
約
7
割
は
赤
字
体
質
で
、

中
で
も
自
治
体
病
院
は
顕
著
で
す
。
社
会

医
療
法
人
大
道
会
は
、「
高
い
公
共
性
、社

会
性
、健
全
な
経
営
基
盤（
情
報
開
示
・
透

明
性
）」、「
5
事
業
の
う
ち
救
急
事
業
担

う（
休
日
・
時
間
外
に
年
間
7
5
0
台
以
上

の
受
け
入
れ
義
務
）」、「
親
族
の
支
配
権

1
/
3
以
下
」、「
持
ち
分
の
放
棄（
解
散

の
場
合
、資
産
は
国
か
地
方
公
共
団
体
に

移
管
）」、「
法
人
税
及
び
救
急
担
当
病
院

の
固
定
資
産
税
免
除
」等
の
恩
典
が
あ
り
、

社
会
医
療
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
る
ま
で

に
は
、高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。
将

来
は
大
道
会
が
自
治
体
病
院
等
の
経
営
を

担
う
可
能
性
も
あ
り
得
る
た
め
、体
質
を

強
化
し
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
1
9
8
3
年
に
発
足
し
た
モ
ニ
タ
ー
会

は
、地
域
住
民
に
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
、

病
院
・
施
設
の
弱
点
を
ご
指
摘
頂
い
て
い

ま
す
。
即
断
即
決
と
い
う
大
原
則
は
、
理

事
長
、
副
理
事
長
等
の
幹
部
が
出
席
す

る
こ
と
で
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、モ

病
院
の
経
営
、接
遇
、個
人
情
報
保
護

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

日
程
…
平
成
29
年
2
月
7
日

場
所
…
大
道
会
本
部

森
之
宮
病
院
診
療
部

医
療
ク
ラ
ー
ク
科

参加報告

木
下 

裕
咲

キ
ャ
リ
ア
入
職
者
研
修

職
員
自
身
が
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ

る
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要

日
程
…
平
成
29
年
2
月
24
日

場
所
…
大
阪
府
病
院
年
金
会
館

森
之
宮
病
院
診
療
部

医
療
社
会
事
業
課
主
任

参加報告

佐
藤 

美
香

「
医
療
機
関
に
お
け
る
コ
ー

チ
ン
グ
」に
関
す
る
研
修
会

ニ
タ
ー
会
員
に
特
典
を
付
け
る
と
忌
憚
の

な
い
意
見
が
出
に
く
い
た
め
、特
典
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
モ
ニ
タ
ー
会
を

い
ち
早
く
と
り
入
れ
、病
院
を
良
く
す
る

た
め
に
行
う
こ
と
が
病
院
づ
く
り
に
繋
が

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
次
に
接
遇
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
接

遇
と
は
、相
手
に
対
す
る「
思
い
や
り
」、

「
優
し
さ
」、「
気
遣
い
」を
言
葉
や
目
に
見

え
る
形
で
表
現
し
た
も
の
で
す
。
医
療
は

第
三
次
産
業
、サ
ー
ビ
ス
業
に
分
類
さ
れ
、

国
民
の
6
割
が
サ
ー
ビ
ス
業
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
受
診
者
へ
の
接
遇
の
ポ
イ
ン
ト

は「
尊
重
す
る
」、「
誰
に
対
し
て
も
隔
た

り
な
く
接
す
る
」、「
受
診
者
か
ら
常
に
見

ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
」で
す
。

受
診
者
は
対
等
な
関
係
を
求
め
、一
緒
に

考
え
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
Q
O
L
ま
で

考
え
た
対
応
が
必
要
で
す
。
受
診
者
と
接

す
る
時
は
、安
心
し
て
頂
け
る
よ
う
に
、

ま
た
職
員
に
対
し
て
も
笑
顔
で
気
遣
い
の

あ
る
対
応
を
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
道
会
の
個
人
情
報
保
護
の
取
り
組
み

で
は
、「
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
」

に
沿
っ
た
規
定
を
設
け
、2
0
0
5
年
よ

り
運
用
し
て
い
ま
す
。
漏
洩
経
路
は
様
々

で
、社
会
的
信
頼
の
失
墜
に
よ
り
本
人
に

も
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
会
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
書
き
込
み
か
ら
拡
散
し
、

取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、業
務
で
知
り
得
た
情
報
を
外
部
に
漏

洩
し
な
い
よ
う
、日
頃
か
ら
注
意
し
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
で
は
、「
チ
ー
ム
・
組
織
活

性
化
の
た
め
の
コ
ー
チ
ン
グ
流
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」を
テ
ー
マ
に
、和
歌
山
県
立
医
科

大
学
附
属
病
院
の
院
長
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
た
畑
埜
義
雄
先
生
が
講
義
さ
れ
ま
し

た
。
畑
埜
先
生
は
、昨
今
の
医
療
現
場
に

お
け
る
組
織
の
あ
り
方
や
、現
場
で
生
か

せ
る
コ
ー
チ
ン
グ
流
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
研
究
さ
れ
て
お
り
、チ
ー
ム
意
識
や

「
や
り
が
い
感
」を
高
め
る
の
が
コ
ー
チ
ン

グ
流
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
り
、こ
れ
に
よ

り
医
療
安
全
の
風
土
づ
く
り
や
チ
ー
ム
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
ら
れ
ま

す
。

　
チ
ー
ム
力
を
高
め
る
に
は
、共
通
の
目

標
・
ビ
ジ
ョ
ン
が
誰
に
で
も
分
か
り
や
す

い
言
葉
で
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
づ
く
り
や
人

間
関
係
の
円
滑
化
に
は
気
配
り
が
重
要
で

あ
り
、各
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
5
％
を
組

織
や
他
人
の
た
め
に
使
う
と
い
っ
た
自
己

犠
牲
の
精
神
が
信
頼
を
作
り
ま
す
。
ま

た
、フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
性
の
チ
ー
ム
が
多

い
現
代
に
お
い
て
は
、上
下
方
向
だ
け
で

は
な
く
全
方
向
性
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
職
場
づ
く
り

を
め
ざ
す
コ
ー
チ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、聴
く
・
質
問
す
る
・
承
認
す

る
こ
と
の
３
つ
を
柱
と
し
ま
す
。
人
は
聴

い
て
も
ら
う
こ
と
で
安
心
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
、質
問
さ
れ
る
こ
と
で
思
考
の
輪

郭
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
手
が
自

分
の
考
え
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
、Ｗ
ｈ

ｙ
で
は
な
く
Ｗ
ｈ
ａ
ｔ
と
Ｈ
ｏ
ｗ
を
使
っ

て
質
問
し
、考
え
る
隙
間
を
与
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
教
わ
り
ま
し
た
。ま
た
、

人
か
ら
承
認
さ
れ
る
こ
と
で
、成
長
し
た

い
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
っ
た
自
己

実
現
の
意
識
が
高
ま
り
、創
造
性
・
生
産

性
の
上
昇
に
も
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

他
者
と
の
関
係
性
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、親
近
感
・
信
頼
感
を
高
め
る
た
め

に
自
己
認
識
と
自
己
開
示
が
重
要
で
あ

り
、よ
り
良
い
職
場
環
境
を
整
え
る
う
え

で
は
コ
ー
チ
ン
グ
の
視
点
か
ら
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
高
め
る
努
力
も
必
要
で
あ
る
と

学
び
ま
し
た
。

　
最
適
な
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
は
、受
診
者
と
そ
の
ご
家
族
、

地
域
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る
だ
け
で
な

く
、そ
の
前
提
と
し
て
職
員
自
身
が
や
り

が
い
を
感
じ
な
が
ら
前
向
き
な
気
持
ち
で

働
け
る
よ
う
な
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
私
も
日
々
の
業
務
に
お
い

て
自
分
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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韓
国
か
ら
の
施
設
見
学
者
を

受
け
入
れ
ま
し
た

　
４
月
20
日
午
後
、韓
国
のSeverance H

ospital

及
び
関

連
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
か
ら
、医
師
・
看
護
師
・
病
院

ス
タ
ッ
フ
等
総
勢
15
名
が
、森
之
宮
病
院
を
見
学
に
訪
れ
ま

し
た
。
３
月
の
見
学
依
頼
当
初
か
ら
先
方
の
希
望
が
多
く
、

宮
井
副
理
事
長
や
奥
田
秘
書
と
日
程
や
内
容
の
調
整
に
何

度
も
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
し
て
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
中
型
の
観
光
バ
ス
で
来
ら
れ
、す
ぐ
に
８
階
の
会
議
室
に

入
り
、宮
井
副
理
事
長
か
ら
日
本
の
医
療
制
度
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
現
状
を
森
之
宮
病
院
の
特
性
を
紹
介

し
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。
質
疑
で
は
か
な
り
突
っ
込
ん
だ

内
容
が
あ
り
、相
手
方
病
院
の
日
本
語
の
で
き
る
通
訳（
看

護
師
）が
困
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、副
理
事
長
の
流
麗

な
英
語
で
有
意
義
な
説
明
と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
栄
養
科

の
高
間
主
任
か
ら
多
様
な
病
態
に
応
じ
た
病
院
食
の
紹
介

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
5
階
病
棟
を
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、看
護
部
の
安
福
科
長
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
の

島
科
長
が
施
設
を
ラ
ウ
ン
ド
し
ま
し
た
。

　
熱
心
に
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、時
々
質
問
を
交
え
、リ
ハ

の
1
単
位
料
金
等
も
質

問
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ハ

に
特
化
し
た
施
設
仕
様

に
興
味
津
々
で
、２
時

間
の
予
定
が
40
分
以
上

も
オ
ー
バ
ー
と
な
り
、

名
残
惜
し
そ
う
に
離
院

さ
れ
ま
し
た
。

（
森
之
宮
病
院
事
務
部

庶
務
課
　
村
岡
紀
則
）

お
花
見
を
し
ま
し
た

韓
国
セ
ブ
ラ
ン
ス
病
院

関
係
者
15
名
が

森
之
宮
病
院
を
見
学

森之宮病院

グリーン
ライフ

グリーン
ライフ

　
3
月
24
日
、韓
国
の
ソ
ウ
ル
市
立

東
部
病
院
か
ら
、医
師
や
看
護
師
の

見
学
者
26
名（
通
訳
1
名
を
含
む
）

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
当
日
ま
で
病

院
や
主
催
者
側
と
メ
ー
ル
の
や
り

取
り
だ
け
だ
っ
た
の
で
、本
当
に
来

て
頂
け
る
か
心
配
で
し
た
が
、時
間

通
り
に
到
着
さ
れ
、「
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」と
日
本
語
で
元
気
に

挨
拶
し
て
頂
き
、安
心
し
ま
し
た
。

　
先
方
の
ご
都
合
で
見
学
時
間
が

1
時
間
半
と
決
め
ら
れ
て
い
た
た

め
、
濱
田
施
設
長
の
挨
拶
、事
務
長

か
ら
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
の
概
要
を

説
明
、施
設
見
学（
4
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
）と
い
う
流
れ
で
時
間

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
説
明
会
が
終
わ
る
や
い
な
や
、

見
学
者
の
多
く
が
質
問
し
た
い
と

手
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
施
設
見

学
時
も
次
か
ら
次
へ
と
質
問
し
て

こ
ら
れ
、高
齢
者
施
設
や
介
護
保

険
制
度
に
つ
い
て
、自
国
と
の
違

い
を
熱
心
に
分
析
す
る
様
子
が
印

象
的
で
し
た
。
韓
国
の
福
祉
制
度

の
発
展
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
と

願
い
ま
す
。

（
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
事
務
サ
ー
ビ
ス

部
事
務
長
　
奥
田
寛
之
）

　
４
月
１
日
か
ら
数
名
ず
つ
の
ご
利

用
者
と
、施
設
近
く
に
あ
る
千
間
川

公
園
に
お
花
見
に
出
か
け
ま
し
た
。

沢
山
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら
れ
、

近
隣
の
皆
さ
ん
か
ら
お
花
見
シ
ー
ズ

ン
は
特
に
慣
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
公

園
で
す
。
当
初
の
予
定
で
は
、４
月

１
日
に
開
花
宣
言
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、１
日
の
時
点
で
は
蕾
の
桜
が
多

く
、
少
し
予
定
が
ず

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、２
、３
日
後

か
ら
は
満
開
の
桜
を

見
る
こ
と
が
で
き
、グ
リ
ー
ン
ラ
イ

フ
に
入
所
中
の
皆
さ
ん
は
、桜
の
下

で
甘
酒
と
お
つ
ま
み
を
食
べ
、花
見

を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

近
隣
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
や
ご

家
族
も
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
て
、今
年
の
お
花
見
も
大
成
功
で

し
た
。

（
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
療
養
サ
ー
ビ
ス

部
三
科
　
辻
中
貴
博
）

韓国からの施設見学者との記念写真お花見を楽しむご利用者との一時

見学終了後に見学者と安福科長、島科長
でパチリ
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多彩なメニューで好評でした

　
４
月
20
日
午
後
、韓
国
のSeverance H

ospital

及
び
関

連
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
か
ら
、医
師
・
看
護
師
・
病
院

ス
タ
ッ
フ
等
総
勢
15
名
が
、森
之
宮
病
院
を
見
学
に
訪
れ
ま

し
た
。
３
月
の
見
学
依
頼
当
初
か
ら
先
方
の
希
望
が
多
く
、

宮
井
副
理
事
長
や
奥
田
秘
書
と
日
程
や
内
容
の
調
整
に
何

度
も
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
し
て
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
中
型
の
観
光
バ
ス
で
来
ら
れ
、す
ぐ
に
８
階
の
会
議
室
に

入
り
、宮
井
副
理
事
長
か
ら
日
本
の
医
療
制
度
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
現
状
を
森
之
宮
病
院
の
特
性
を
紹
介

し
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。
質
疑
で
は
か
な
り
突
っ
込
ん
だ

内
容
が
あ
り
、相
手
方
病
院
の
日
本
語
の
で
き
る
通
訳（
看

護
師
）が
困
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、副
理
事
長
の
流
麗

な
英
語
で
有
意
義
な
説
明
と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
栄
養
科

の
高
間
主
任
か
ら
多
様
な
病
態
に
応
じ
た
病
院
食
の
紹
介

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
5
階
病
棟
を
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、看
護
部
の
安
福
科
長
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
の

島
科
長
が
施
設
を
ラ
ウ
ン
ド
し
ま
し
た
。

　
熱
心
に
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、時
々
質
問
を
交
え
、リ
ハ

の
1
単
位
料
金
等
も
質

問
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ハ

に
特
化
し
た
施
設
仕
様

に
興
味
津
々
で
、２
時

間
の
予
定
が
40
分
以
上

も
オ
ー
バ
ー
と
な
り
、

名
残
惜
し
そ
う
に
離
院

さ
れ
ま
し
た
。

（
森
之
宮
病
院
事
務
部

庶
務
課
　
村
岡
紀
則
）

　
3
月
15
日
に
森
之
宮
病
院
ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル
で「
食
べ
る
楽
し

み
を
い
つ
ま
で
も
」を
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
シ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
協
定
の
縁
で
森

之
宮
地
域
活
動
協
議
会
他
、各
関
係
機
関
と
の
共
催
、城
東
区
の

後
援
を
頂
き
、地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
外
出
や
調
理
が
難
し
く
な
っ
た
方
も
利
用
で
き
る
宅

配
食
の
試
食
会
を
中
心
に
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
椎
名
部
長

（
言
語
聴
覚
士
）の
講
演
、各
専
門
職
に
よ
る
相
談
会
、大
阪
府
栄

養
士
会
に
よ
る
食
育
S
A
T
シ
ス
テ
ム
の
提
供
、ア
ル
カ
デ
ィ
ア

シ
ス
テ
ム
ズ
に
よ
る
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ハ
ビ
リ
体
験
等
、盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
し
た
が
、い
ず
れ
も
参
加
者
の
関
心
が
高
か
っ
た

よ
う
で
す
。
　

　
参
加
さ
れ
た
地
域
住
民
58
名
、地
域
の
ケ
ア
従
事
者
13
名
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、イ
ベ
ン
ト
全
体
に
対
し「
と
て
も
よ
い
」、「
よ

い
」と
の
回
答（
1
0
0
％
）や
、「
健
康
に
も
っ
と
気
を
つ
け
た

い
」、「
少
し
気
を
つ
け
た
い
」（
98
％
）の
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

継
続
開
催
を
望
む
声
も
多
数

頂
き
、ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て

今
後
も
地
域
住
民
の
健
康
を

支
援
し
た
い
、と
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
さ

ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
森
之
宮
病
院
診
療
部
医
療

社
会
事
業
課
課
長
　
藤
井
由

記
代
）

大
阪
府
看
護
事
業
功
労
者
表
彰
式

第
5
回
脳
性
ま
ひ
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た

「
食
べ
る
楽
し
み
を

い
つ
ま
で
も
」
を
テ
ー
マ
に

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

表彰式後に看護協会のナイチンゲール
像と記念写真

第5回脳性まひ講演会風景

　
今
回
、推
薦
を
頂
き
大
阪
府
看

護
功
労
を
受
賞
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
授

賞
式
で
は
受
賞
者
代
表
謝
辞
を

読
む
と
い
う
大
役
も
あ
り
、緊
張

し
ま
し
た
が
、無
事
に
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
光
栄
に
感
じ

た
の
と
同
時
に
ホ
ッ
と
し
た
次

第
で
す
。

　
4
月
22
日
、第
５
回
脳
性
ま
ひ

講
演
会
が
森
之
宮
病
院
ウ
ッ

デ
ィ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
脳
性
ま
ひ
の
方
の

食
事
を
テ
ー
マ
に
1
時
間
弱
の

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
脳
性
ま
ひ

の
方
の
多
く
が
食
事
に
関
す
る

困
難
さ
を
持
ち
ま
す
。
ま
た
、食

事
の
問
題
と
一
口
に
言
っ
て
も

ス
プ
ー
ン
や
箸
の
よ
う
な
食
具

の
使
用
の
問
題
か
ら
、咀
嚼
、飲

み
込
み
の
運
動
の
難
し
さ
、誤
嚥

森之宮病院森之宮病院

の
問
題
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
摂
取

量
の
問
題
等
、多
岐
に
渡
り
ま
す
。

当
日
は
主
に
食
事
に
関
す
る
姿

勢
や
運
動
の
面
に
焦
点
を
絞
っ

て
解
説
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
幼
児
か
ら
成
人
ま
で

多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、活
発
な

質
問
を
頂
き
ま
し
た
。
私
が
以
前

に
担
当
し
て
い
た
方
達
と
も
十

年
以
上
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
こ

と
が
で
き
、懐
か
し
い
ひ
と
時
で

し
た
。

　
看
護
部
の
皆
さ
ん
か
ら
は
素

敵
な
花
束
も
頂
き
、喜
び
は
ひ
と

し
お
で
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
温

か
い
言
葉
も
頂
き
、今
後
も
看
護

に
貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張

り
た
い
と
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

（
森
之
宮
病
院
看
護
部
3
階
病
棟

科
長
　
坂
本
久
美
）

森之宮病院

　
こ
れ
か
ら
も
受
診
者
の
皆
さ

ん
の
立
場
に
立
っ
て
、こ
の
問
題

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
森
之
宮
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
言
語
療
法
科
部
長
　

椎
名
英
貴
）
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TEL.06（6962）9621 
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●本法人の経営理念
1．社会から信頼される病院・
　　施設づくり
2．安定した経営基盤の確立
3．職員の福祉向上と人材育成

●職員行動モットー
親切丁寧に（受診者・お客様・
ご利用者）
待たさない／よく説明する／
連携する

■社会医療法人大道会
社会医療法人大道会本部
☎06（6962）9621
森之宮病院
☎06（6969）0111
ボバース記念病院
☎06（6962）3131
森之宮クリニック（PET 画像診断センター）
☎06（6981）9600
帝国ホテルクリニック（人間ドック）
☎06（6881）4000

大道クリニック（人工透析）
☎06（6961）5151
介護老人保健施設グリーンライフ
☎06（6965）0666
訪問看護ステーションおおみち
☎06（6967）1123
訪問看護ステーション東成おおみち
☎06（6977）8680
ケアプランセンター城東おおみち
☎06（6964）5285
ケアプランセンター東成おおみち
☎06（4259）5311

東中浜ケアプランセンター
☎06（6962）3777
レンタルケアおおみち
☎06（6967）6250

特別養護老人ホームサンローズオオサカ
☎06（6974）7388
東成山水学園（保育園）
☎06（6974）7377

■社会福祉法人山水学園

Live30【ライブ・サーティー】

編集後記
　ランニングと筋トレを日課にしています。スリムな体型をめざ
して始めたところ、疲れにくくなり、病気にもかかりにくくなりま
した。この経験を今後の予防医学の業務に生かしていきます。
　ところで、森之宮病院の看護部に新しい仲間が増えました。「き
らちゃん」、「もーりー」、「はなおさん」、「めーちゃん」、「もりおさん」
です。森之宮病院や看護師のイベントで見かけたら、ぜひ声をかけ
てあげて下さい！
（帝国ホテルクリニック企画広報部企画広報課　北川博幸）

　森之宮病院に医師6名と歯科医師1名、ボバース記念病院に医師2名と歯科医師2名が新たに4月より着任
しました。
　森之宮病院泌尿器科では、浜松医科大学名誉教授の大園誠一郎先生を顧問にお迎えし、患者さんのニー
ズにあった最新の標準治療をめざしていきます。また、心臓血管センターの心臓血管外科と循環器内科、
小児整形外科、神経内科、麻酔・ペインクリニック科、歯科にもそれぞれ1名の医師・歯科医師が入職し、新
体制で診療を行っています。
　ボバース記念病院では小児神経科に奥山直美医師が着任しました。脳性まひ等の小児神経疾患の診療を
さらに強化していきます。また、内科に医師1名、歯科に歯科医師2名がそれぞれ入職しています。
　受診をご希望の際は、森之宮病院、またはボバース記念病院にお気軽にご相談下さい。

入職医師・歯科医師のご紹介

森之宮病院
ボバース
記念病院

きらちゃん もーりー

もりおさんめーちゃんはなおさん

赤井 隆文
心臓血管外科

大園 誠一郎
泌尿器科

西村 真知子
循環器内科

井上 亮
小児整形外科

藤本 宏明
神経内科

植田 一吉
麻酔・ペインクリニック科

三ッ井 諒
歯科

川岸 朋美
内科

奥山 直美
小児神経科

猪飼 祥子
歯科

出来 以久子
歯科
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